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い わ さ きい わ さ き
平成２８年 ４月２１日（木） 発行責任者 校長 藤田秀平

平成２８年度がスタートしました

今年の入学式は、１年生のとても元
気な立派な返事が印象的な式となりま
した。１年生も入学から２週間、対面
式や部活動見学、遠足などを経験し、
だんだんと中学生になった実感がわい

対面式４／７（木） てきたのではないでしょうか。

５月には体育祭、６月は中体連と中学校ならではの行事が続きます。疲れ
がたまってくる時期ですが、入学式での立派な返事のように、元気に中学校
生活が送られることと期待しています。
今年度は、１年生１２６名、２年生１３４名、３年生１３３名、計３９３

名でのスタートです。

平成２８年度 職員組織 よろしくお願いします。

学年
校長 藤田 秀平 組 第１学年

学年
教頭 草野 秀一 学年主任 鈴木 哲 組 第２学年 第３学年

教務 大竹 亮 １ 組 関 和彦 １組(主任) 鈴木 広宣 吉田 精得

養護教諭 佐竹 初江 ２ 組 神村 香織 ２ 組 八島三加子 西 惠美

主査 鈴木 芳彦 ３ 組 遠藤 匡 ３ 組 真鍋 幸枝 比佐 哲

用務員 大和田泰雄 ４ 組 石川 浩子 ４ 組 増田 実 小宅 博道

用務員 三浦 秀夫 ５ 組 西牧佐知子 さくら1･2(5組) 遠藤 隆 永山 可奈

ｽｸｰﾙ
工藤 恵 副 担 任 仲田 薫 副 担 任 折笠 明子 佐川 匡彦

ｶｳﾝｾﾗｰ

ｽｸｰﾙ
大川 翔 副 担 任 佐藤 和成 副 担 任 安田林太郎 田澤 千佳

ｶｳﾝｾﾗｰ

学校司書 佐藤 恭子

学校経営の基本方針 （詳しくは、裏面をご覧下さい。）

私自身、子を持つ親として自分の子どもに対して一番願っていることは、
健康で元気に生活してほしいということです。次に思いやりの心です。いく
ら勉強ができても思いやりの心がなければ、親として育て方を間違ったとし
か言いようがありません。本校では、その親の願いを３つの教育目標として
掲げています。そして教育の最終目標は子どもを社会人として自立させるこ
とにあります。これは、親として子育ての最終目標と同じです。



磐崎中学校グランドデザイン

教育目標 重点目標

○ 進んで学習に取り組む生徒⇒ ☆ 「命」「授業」「学び」
○ 奉仕と協力ができる生徒⇒ ☆ 「人間」を大切にする
○ 体力と気力のある生徒⇒ ☆ 生徒の育成

自 立
磐崎中の教育
ピラミッド あ 社 人

確かな学力 っ 会 間

☆ 自立のために必要な学力 て 性 性

進んで伝え合う生徒 の

→言語活動の充実 学

語彙の拡充（図書館教育） 力
健
康

豊かな人間性 社 人 の
・社会性 会 間 上

☆ あいさつは社会生活の基本 性 性 に

あいさつのできる生徒→心の教育
ピ

教育活動の土台 土 ラ

☆ 心身ともに健康であることがすべての基盤 台 ミ

楽しく運動する生徒→健康・体力の増進 は ッ

生涯にわたる健康教育 健 ド

基本的生活習慣の確立 康 の

成長期の運動の重要性
家庭教育との連携 ピ

当たり前のことを当たり前にできるようにする。（基本的生活習慣の確立） ラ
ミ

◎ たゆまず教職員が資質の向上を図りながら教育活動を展開するこ ッ
とによって、生徒・保護者・地域との信頼関係を築く。 ド

◎ 保護者・地域・関係機関と密接な連携を図る。（学校だより等） の
◎ 幼保・小・中・高等学校の連携を深める。（幼保・小中高連携） 基

礎
信頼関係が教育の基盤（信頼がなければ、指導は浸透しない。） は

信頼と連携 信
頼

本校の課題
○ 基礎学力の確かな定着 ○ 豊かな人間性・社会性の育成
○ 考える力・表現力の育成 ○ 体験に基づく道徳的価値の深化・補充

今日的な教育課題 生徒・保護者・地域の実態

社会の変化とそれにともなう生徒 ・ 素直で人なつっこく、明るく元気
の変化を的確にとらえ、 一人一人の なあいさつのできる生徒が多い。
生徒に、自ら進んで考え、判断し、 ・ 歴史のある学区である。
表現したり行動したりする能力（生 ・ 保護者・地域ともに学校教育活動
きる力）を育成しなければならない。 に対して極めて協力的である。


